
解答： 

 ①軸の曲げモーメント図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②最大曲げ応力 

 軸の曲げモーメ

   ・最大曲げ

生じる可能性

   ・段差の場

より小さいこ

能性もある．

RA=RB=P/2=2500/

MC=RA*AC=1250*

MD=RA*AD=1250

Ｃ点の曲げ応力σ

 σC =
32M
πD

D点の曲げ応力σ
  応力集中を考

 σnD =
32
πd

 D/d=30/22=1.36

ある．したが
 σD = ασ nD =

P=2500N
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100
ント図を見ると 

モーメント点は軸の中心点Ｃであり，そこで最大曲げ応力が

がある． 

所Ｄ点には曲げモーメントはＣ点より小さいが，直径はＣ点

とと，応力集中があるので，Ｄ点の応力は最大応力となる可

 

2=1250 (N) 

0.2=250 (Nm) 

*0.1=125 (Nm) 

C: 

C
3 =

32 × 250
3.14 × 0.033 = 94.3MPa 

D: 
慮してσD = ασ nD，σndは公称応力である． 

MD
3 =

32 ×125
3.14 × 0.0223 ≈ 120MPa  

, r/d=2/22=0.091であり，図 2.12(a)から応力集中係数α=1.72で

って， 
1.72 ×120 ≈ 206(MPa)  
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 最大応力σmaxはＤ点で生じ，その値は 206Mpaである． 

 

③強度チェック 

 基準強さは降伏点σYで，安全率 SFは 1.5であるので，許容応力σaは 

  σa =
σY

SF

=
250
1.5

= 167(MPa)  

である． 
 最大応力は（σmax = σ D = 206）許容応力σaより大きいので，強度は足りない． 

 

④対策 

 講義中討論 

 


